
                   
 

２０２２ 鈴鹿クラブマンレース 
Ｓ－ＦＪ 鈴鹿シリーズ 第３・４戦 

２０２２年 ５月 ２１・２２日  天候:晴れ  参加２０台 

鈴鹿サーキット 5 月のレースは 2 レース開催でリバースグリットが恒例となった。

シリーズ第 3 戦のレース結果より上位 6 台がリバースグリッドとなり第 4 戦をスタ

ートする。リバースグリッド制は 3 年目となるが、リバースしたことによる接触事故

は今回も含めて皆無なのだが、その後方で赤旗となるクラッシュが発生した。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

RACE 1 スタート 

RACE 2 スタート 



 

2022 年シーズンは開幕戦がフルコース、第 2 戦が西コースで開催され、3 戦目の今大会以降のレ

ースはフルコース開催となる。今大会は 2 レース開催となり、第 3 戦(レース 1)は通常の予選結果

のグリッドで戦い、第 3 戦のレース結果の上位 6 位までをリバースグリッドにして、第 4 戦(レース

2)を戦う事になる。 

ランキングトップの#39 居附明利選手（SAccess Racing Es）、2 位の#56 森山冬星選手

（DIXCEL/ROYAL/MYSY）、そして第 2 戦を欠場したが開幕戦の優勝ポイントでランキング 3 位

の座にいる昨年のチャンピオン、#8 岡本大地選手（FTK･レヴレーシングガレージ）らを始め、ベテ

ランの太田浩選手や板倉慎哉選手に上吹越哲也選手、そして紅一点の天谷怜奈など、20 名のドラ

イバーが参戦した。 

 
≪公式予選≫ 

第 3 戦の予選は 21 日 16 時から 20 分間で行われた。コースイン後、各車タイムアタックに入るが、

いきなりベストタイムを狙うのではなく周回毎にタイムアップしている様子。 

残り 8 分となった計測 3 周目に森山選手が 2 分 13 秒台に突入する 2 分 13 秒 925 を記録して

トップに立った。タイトルを争う居附選手はこの時点で 2 分 14 秒 275。そこから計測 5 周目に 2

分 14 秒 255 を記録したが、森山選手には及ばなかった。計測 6 周目、居附選手はさらにタイムを

短縮したが 1 分 14 秒 246。これ以上のタイム更新はならず、19 歳の森山選手が第 3 戦のポール

ポジションを獲得した。 

予選 2 番手は同じく 19 歳の居附選手で、19 歳コンビがフロントローを独占。3 番手には 20 歳の

#20 大木一輝選手（M2 KK-SⅡ）、4 番手は 21 歳の#15 小松響選手（OkabeJidosha･Rn-

sports･KK-SⅡ）と、セカンドローは 20 代前半コンビ。そして 5 番手には 17 歳の#34 清水啓

伸選手（DragoCORSE）、6 番手には 20 歳の#61 高木悠帆選手（MYST KKSⅡ）と続いた。注

目の岡本選手は予選 7 番手、厳しい位置からのスタートとなった。 

 

《予選トップ 3 コメント》 

ポールポジション:#56 森山冬星選手（DIXCEL/ROYAL/MYSY） 

「練習から 1 発は出ると思っていて、しっかりポールを取れて安心しました。アタックは 1 周にかけ

てしっかり決めました。ロングランの問題があるけど、決勝はしっかり戦って、優勝します」 

 

予選 2 番手:#39 居附明利選手（SAccess Racing Es） 

「タイヤをゆっくり温めようと思って、燃料が軽くなってからアタックしようと思ったけど、なかなか

まとめきれずに終わってしまいました。アタックした 3 ラップ目は良かったけど、ヘアピンでつまず

いてしまってタイムを上げられませんでした。決勝は序盤からトップに出て、逃げ切りたいと思いま

す」 

 

予選 3 番手:#20 大木一輝選手（M2 KK-SⅡ） 

「位置取りを焦ってしまって、うまくタイムを出せませんでした。13 秒台でポールも見えていただけ

に、悔しいです。決勝は前半から攻めて、最後の最後にトップに立てればいいなと思っています」 

 



  

≪第 3 戦 レース 1 決勝レース≫ 

第 3 戦のレースは 10 周。スタートで上位

5 台はポジションが変わらず、森山選手、

居附選手、大木選手、小松選手、清水選手

の順で 1 周目を終えたが、その後ろは大

混戦。7 番グリッドの岡本選手が 6 位に

浮上し、9 番グリッドの#7 渡会太一選

手（FTK レヴレーシング シグマ）が 7 位

に、11 番グリッドの#55 板倉慎哉選手

（AMORE TOKYO☆表参道☆KKSⅡ）

が 9 位に上がってきた。 

2 周目は熾烈な 2 位争いが繰り広げられ、1 コーナーで大木選手が 2 位に浮上するも、スプーンで

居附選手が 2 位を奪還。4 位争いは清水選手が 4 位に、岡本選手が 5 位に上がり、小松選手は 6

位に転落した。 

3 周目に逆バンクアウト側にスタックしたマシンがあり、セフティーカーが導入された。リスタートは

6 周目。森山選手と居附選手は 1 位・2 位をキープして 1 コーナーに入っていったが、3 位争いは

3 ワイド。この中で清水選手が 4 位から 3 位に、岡本選手が 5 位から 4 位に浮上した。この周のス

プーンで大木選手と渡会選手による激しい 5 位争いが繰り広げられたが、2 台は接触しコースアウ

ト。大事には至らなかったものの、このマシンの排除のため再びセフティーカーが導入された。 

リスタートは 10 周目、ファイナルラップ 1 周だ

けのレースとなった。1 周の超スプリントレース

は激しい順位争いが繰り広げられたが、上位は

そのままチェッカー。森山選手が今季初優勝を

飾った。 

2 位は居附選手、3 位は清水選手だったが、清

水選手はセフティーカー中の追い越しがあった

として30秒加算ペナルティ。代わって岡本選手

が 3 位、8 番グリッドからスタートした#87 卜部和久選手（MYST KK-SⅡ）が 4 位、小松選手が

5 位、そして 16 番グリッドから大きく順位を上げた#51 岸本尚将選手（Tamayura athle 

ABBEY KKSⅡ）が 6 位となった。 



 
 

《第 3 戦トップ 3 コメント》 

ウィナー：#56 森山冬星選手（DIXCEL/ROYAL/MYSY） 

「運も良かった。セフティーカーにも助けられた。完全に喜べる内容ではなかったけど、2 度のリスタ

ートをしっかり決められたので、良かった。レース 2 も優勝できるように、しっかり組み立てたい」 

 

2 位:#39 居附明利選手（SAccess Racing Es） 

「セフティーカーが多くて本来の走りができなくて悔しいです。気持ちを切り替えて、第 2 レースで

優勝できるようがんばります」 

 

3 位:#8 岡本大地選手（FTK･レヴレーシングガレージ） 

「昨日よりセットが前進して、少しいいレースができた。でもまだまだスピードが足りないので第 2 レ

ースも苦労すると思うけど、しっかり戦っていきたい」 

 

 

≪第 4 戦 レース 2 決勝レース≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



レース 2 は 12 周。そしてグリッドはレース 1 の決勝レース結果に対し、上位 6 台がリバースグリッドと

なる。何と、これによりレース 1 で 16 番グリッドから 6 位に順位を上げた岸本選手がポールポジション

を獲得、小松選手が 2 番グリッド、卜部選手が 3 番グリッド、岡本選手が 4 番グリッド、居附選手が 5 番

グリッド、森山選手が 6 番グリッドからスタートする。 

スタートから激しいバトルが繰り広げられ、3 番グリッドの卜部選手が 1 コーナーで 2 位に浮上。そして

スプーンでトップに立った。その後ろも大きく順位変動があり、トップの卜部選手以下、トップ 6 は岸本選

手、岡本選手、居附選手、小松選手、

森山選手というオーダーになった。 

1 周目のダンロップでコースアウトし

たマシンがあり、1 周目の終盤からセ

フティーカーが導入された。リスター

トは 4 周目。ここからのバトルは各所

で激しく展開され、まずは岡本選手

が 2 位に、居附選手が 3 位に、森山

選手は 2 ポジションアップの 4 位に

上がってきた。5 周目には居附選手

が 1 コーナーで 2 位に上がり、さらには 130R で一気にトップに立った。これに続けとばかりに、森山選

手はスプーンで 3 位に上がると、6 周目の 1 コーナーで 2 位に浮上。優勝争いはこの 2 人による一騎

打ちとなった。 

9 周目、西ストレートで 3 台が絡むアクシデントが発生。ドライバーは大事には至らなかったが、コース上

に止まったマシンを排除するため、このレース 2 回目のセフティーカーが導入され、直後に赤旗中断とな

った。 

これでレース終了となり、第 4 戦は居附選手が優勝。森山選手が 2 位、そして岡本選手が 3 位表彰台を

獲得した。 

なお、第 4 戦はレース距離の 75%を超えずに終了したため、規定により獲得ポイントは半分となる。 

 

 



《第 4 戦トップ 3 コメント》 

ウィナー：#39 居附明利選手（SAccess Racing Es） 

「スタートはうまく決まって 2 つポジションを上げられたのが良かった。リスタート後はうまく順位を上げ

られて、トップに立つことができました」 

 

2 位：#56 森山冬星選手（DIXCEL/ROYAL/MYSY） 

「すごく悔しいです。ペースが良かっただけに、最後まで走れなくて残念でした。居附選手や岡本選手よ

り大事に走ったのが敗因だと思います。もっといい車を作って、優勝を重ねていきたいと思います」 

 

3 位:#8 岡本大地選手（FTK･レヴレーシングガレージ） 

「集団の中でスリップを貰えればついていけていたので、最後リスタートしたらチャンスがあったかもしれ

なかった。単純に速さがないので、これからも苦労すると思うけど、なんとか車の問題点を探して改善し

ていきたい」 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 

 



 

 
 


